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の予定 

１ 火 体育祭 1８ 金 漢字検定 

３ 木 任命式・生徒会引継ぎ式（6限後） ２１ 月 １年生合唱リハーサル 

４ 金 英語検定 ２９ 火 一斉委員会 

8 火 一斉委員会 ３０ 水 文化祭リハーサルⅠ 

1０ 木 中間テスト クラスミーティング６限 ３１ 木 文化祭リハーサルⅡ 

１６ 水 生徒総会 11/1 金 文化祭 

 

  

 

 

    １学期行ってきた朝読書の時間が「なかまやタイム」という活動に変わりました。 

   心を整える「静」の時間から、活発なアウトプットをおこなう「動」の時間になります。 

   「なかまやタイム」の目的 

    ・自分の考えを伝える力 

・相手の考えをより聞き出す力  

・皆にも私にも良いと思える方法を考える力 

 

 

             衣替えと防寒具について 

先日、学校より衣替えについての案内を配布しました。冬服や防寒着についての規定が書かれたも 

のです。2４日より移行期間に入り、10 月２１日から冬服に完全移行になります。 

朝夕の気温がぐっと下がる時期になりました。校内を見回すと、記名章が付いていない、ボタンや 

ホックが外れている、リボンを忘れたなど、不備のある人も見かけます。またこの夏の間にぐっと大 

きく成長して、制服のサイズが小さくなっている人もいます。今一度、ご家庭で 

もチェックをしていただき、準備をお願いします。 

 

   □制服のサイズ（袖、裾の長さなど）は適正ですか。 

   □ホックやチャックなどの破損、生地のほつれ・破れはありませんか。 

□ボタンはきちんとついていますか。 

   □正しい位置に記名章はついていますか。 

登下校時には寒さ調節のため、ウインドブレーカーなどの防寒着を着用することができます。ウイ

ンドブレーカーは、体育の授業以外校内では脱いで過ごします。セーターなどで調節をしながら制服

で授業が受けられるように、工夫してください。また、セーターの色は落ち着いた色にしてください。

（シャツの場合は白となっています）また、記名も必ずお願いします。 

 

 

 

 みなさん、テストに向けて準備はできていますか。みなさんの手

元には、テスト 2 週間前に範囲表が配られていますね。学年集会で

も、学習への取り組み方などについてもう確認してきました。 

 みなさんの憧れの 3 年生は、自分の目指す進路に向け意識を高め

ている時期です。「1 年の時にもっとやっておけばよかったなぁ。」

「どうしてそのままにしたんかな…。」と話すこともあります。それ

だけ 1 年生の学習内容が 3 年生の学習に大きな影響を与えている

ということなのです。 

 中間テストまであと２週間。新人大会を終え、落ち着いて学習に向かうには絶好のチャンスです。 

後になって「本気でやっておけばよかった。」「本気じゃなかったし。」なんて言っても過ぎた過去は取

り戻すことはできません。今、自分のできることを毎日続けていくことが大切なのです。 

 

 当てはまるものにチェックしてみましょう。□ ～チェックのつかない項目は改めよう！～ 

 □ 授業は忘れ物をせず集中して取り組んでいます。 □ 毎日必ず勉強する時間を作っています。 

 □ わからないところは、そのままにしていません。  □ 具体的な目標を立てて取り組んでいます。 

 □ 自学は丁寧に考えながらやっています。      □ 規則正しい生活リズムを送っています。 

 □ 勉強時間を決めて集中して勉強しています。   □ ゲームやスマホは時間をきめて使っています。 

 

 

 

 秋分を過ぎ、日が暮れる時間が早くなりました。新人戦もひと段落し、17:３0 に完全下校となりま

す。今までより帰宅時間が変わりますが、夜道は暗いので、寄り道せずに気を付けて帰りましょう。 

「なかまやタイム」始まる

 学校周辺の木々がほんのりと色づきはじめました。いつの間にか、青空が遠くなり、朝夕は肌

寒ささえ感じます。もうすっかり秋の様子です。秋は芸術、学業、スポーツ、さまざまなことに

チャレンジするのにとても良い季節です。校内では、体育祭に向けての活動が活発に行われて

います！英語検定や漢字検定などにチャレンジし、勉強をすすめている生徒もたくさんいます

ね。中間テストももうすぐです！提出物も全員提出を目指しましょう！ 

 

HOP

生徒の皆さんが「なかま」としてより良い関係にな

るようにという意味の言葉です。 

「やまなか」の四文字を並び替えて作られています。 


